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　日本文化研究所では宗教文化教育推進セン
ター（通称CERC）との連携により、宗教文
化教育推進のための教材作成に取り組んでい
る。以下では、2018年度の教材開発の成果と
CERCの活動について報告する。

（１�）宗教文化教育推進のための教材作成に
ついて

　2018年度は、宗教文化教育推進センター編
『解きながら学ぶ日本と世界の宗教文化』が
集広舎より出版された。同書は、宗教文化士
の受験希望者のみならず一般の読者も対象と
したもので、宗教文化士認定試験の過去問を
基に作成された。初級３択・中級４択・上級
５択の問題で世界の宗教文化が学べるように
なっている。日本文化研究所のプロジェクト

「デジタル・ミュージアムの運営および日本
の宗教文化の国際的研究と発信」による成果
を活かして、宗教文化教育推進センターの運
営委員が問題の解説を執筆している。
　また、昨年度に引き続き、既に公開してい
る宗教文化を学ぶためのオンライン教材の内
容の拡充を図った。
　現在公開しているオンライン教材は以下の
通りである。
①「宗教文化を学ぶための基本書案内」
②「世界遺産と宗教文化」
③「映画と宗教文化」
④「博物館と宗教文化」
⑤「宗教文化に関係する基本用語クイズ」
　本年度は、②「世界遺産と宗教文化」に「『神
宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」、「エロー
ラ石窟群」、「ゴアの教会群と修道院群」など

のページを新規に追加した。③「映画と宗教
文化」の教材には、「スポットライト 世紀の
スクープ」、「神様メール」、「最高の花婿」な
ど近年公開された映画のなかで宗教文化と関
連するものを新規に掲載し、情報を充実させ
た。上記の２つのサイトについてはレイアウ
トも刷新した。
　①、④、⑤についても情報収集を継続して
行っており順次教材の充実を図っていく。
　さらに②と④についてはスマートフォン向
けの地図アプリ「ロケスマ」と連携して、表
示される地図上のピンをタップすると公開さ
れている教材へとリンクされるシステムと
なっている。「ロケスマ」をスマートフォン
にダウンロードしたのちに、トップ画面→「コ
ラボ・イベントマップ」→「宗教文化教育推
進センター」と進み、該当マップをダウンロー
ドすることで、使用することができる。

（２）CERCの活動について
２-1. 認定試験の実施
　CERCは2018年度、６月17日に第14回、11
月18日に第15回の宗教文化士認定試験を行っ
た。第14回認定試験は、東北大学・國學院大
學・関西学院大学・皇學館大学・九州大学・
天理大学の６会場で行われ、受験者は30名、
合格者は22名であった。続く第15回認定試験
は、國學院大學と関西学院大学の２ヶ所で行
われ、受験者は25名、合格者は16名であった。
　第１回試験からこれまでに341名の宗教文
化士が誕生している。
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２-2. 「宗教文化士の集い」の開催
　宗教文化士へのアフターケアとして、
CERCでは年に一度「宗教文化士の集い」を
東京と関西の二か所で行っている。2018年度
は「第３回宗教文化士の集い」が10月27日（土）
に東京、11月９日（土）に関西で行われた。
東京開催の集いでは、後藤絵美氏（東京大学
東洋文化研究所および日本・アジアに関する
教育研究ネットワーク）による「現代社会に
おけるイスラームの特徴について、女性との
関連から考えること」をテーマとした講演会
が行われ、講演会後に参加者たちの懇親の場
が設けられた。関西開催の集いでは、さまざ
まな宗教施設が集まる霊場として知られる生
駒のフィールドワークが行われた。大阪国際
大学の三木英氏の案内のもと、石切劔箭神社

（大阪府）・生駒山宝山寺（奈良県）などをめ
ぐった。懇親会では、フィールドワークの感
想を踏まえた活発な意見交換が行われた。東
京では20名、関西では16名の宗教文化士（上
級宗教文化士を含む）の参加があった。
　「宗教文化士の集い」は宗教文化士同士の
交流を促すだけではなく、資格取得者の実際
の声から、資格の役割や必要なアフターケア
について考えるための機会ともなっている。
　
２-3. 更新（上級宗教文化士認定）について
　宗教文化士資格は取得から５年間の有効期
限が設けられており、本年度は第４回・第５
回認定試験の合格者を対象とした更新の受け
付 け が 行 わ れ た。 更 新 の た め に は、（a）
ｅ-learningによる学習、（b）CERC指定の講
演会などの聴講とレポート提出、（c）メルマ
ガの記事をもとにしたレポートの提出、（d）
体験に基づくレポートの提出、の４種から１
つまたは複数を選び、計３ポイントが認めら
れることが必要となる。更新が認められると、
終身資格の「上級宗教文化士」が与えられる。
　第４回認定試験での資格取得者は22名で、
そのうち13名が更新のための課題を提出し、

更新が認められて上級宗教文化士となった。
第５回認定試験については24名の資格取得者
のうち５名が更新手続きを行い上級宗教文化
士に認定された。本年度末までに計73名の上
級宗教文化士が誕生している。

２-�4. 宗教文化士および上級宗教文化士への
サポートについて

　CERCでは、宗教文化士の資格取得後も宗
教文化に関する情報を得るためのサポートの
一環として、「CERCメルマガ」を年に４回
発行している。メルマガでは、宗教文化に関
わる最新のニュースを解説とともに紹介。ま
た、講演会やシンポジウムの情報も掲載され
ている。2018年度末時点で、27号まで発行さ
れた。さらに本年度からは、年に２回の特別
号が発行されることになり、９月に特別号第
１号、2019年３月に第２号が配信された。特
別号には、宗教文化教育推進センターの運営
委員によるリレーエッセイ、宗教文化に関わ
る新刊の紹介、宗教文化士の体験レポート、
宗教文化士の集いの報告が掲載されており、
さらに充実した情報提供が行えるようになっ
た。

２-5. 参加大学の広がり
　本年度は、宗教文化士資格の参加大学とし
て新たに西南学院大学と筑紫女学園大学が加
わった。資格に対するさらなる認知の広がり
が期待される。
� （村上晶）
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